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suchasparsitesanddisease.DDTdustof5%

wassprayedtothe3rdgenerationofthismoth,
andthedensityoflalrvalPopulationofthispest

andtheperFentageSparaSitized･byitsparasites

inthelarvalstagesofthe3rdand4thgenera-

tionslVCreeStimAted.In the3rd generation,

thepercentagesparasitizedbythもmostprincipal

parasite, Chelonus sp" and thepercentages

killedbydiseasewereloweredbyDDTspraying,
but the percentages by another parasite,

Apadeles adoxophyesiM TNAM KAWA, wasnot

influenced.Itwasexperimentallyproved that

thesedeclinesofthepercentageparasitizedby

Chelonuswerecaused byareppellenteffectof

DDT tothisparasite.

(3) Whenparathionisappliedtothelarval

populationoftileteaSmalltortrix,itsparasites

werekilledtogetherwithparasitizedhost,and

thereforethedisturbanceofthenaturalbalance

isresulted.In.･1954,thelarvalpopulationof

thispestinthe2md generationlVaSeliminated

completelyspraylng lVith parathionin atea

garden,and inth'elarvalstage ofthe3rd

generationthepercentagesparasitizedbythese

parasites was observed. Consequently, the

percentageparasitizedbyCheZonuswasremar-

kabllyloweredbythistreatment,butthoseI)y

otherparasites,ApanteZesadoxophycsl',B√acon

adoxophyesIM INAM EAWA and Glyptasp.Were

potinauenced･

(4) Con占equently,itisclearthatbychemical

controlthenaturalbalanceisdisturbedby坤e

elimillationnotonly ofthenaturalenemies,
butofthepestinsectand itsnatllralenemies

ノoronlythepestinsect.

OntIleRelation BetweentlleTimetlntiltheGlassSlideisp1111edoutafterthe

Sprayof♪,L･'-DDT Kerosene Sohtion in theSettling 北ist Apparat-lSand

theKnock】)ownTimeofAdultsoftheCommonHousefly,仙 scaJomestL'caY,'C.'p.

Hacq･sttldiesonthe13iologicalAssayoflnsecticides･ⅩⅩⅩV･SumioNAGAŜ WA

(TakeiLaboratory,InstituteforChemicalResearch,KyotoUniversity).ReceivedJnly,

25,1955.Botyu-Kagahu,20,90～lJ3,-1955.(withEnglishresum占,92).

14 .噴霧降下装置におし､て 1,,1･'-I)DT 石油液を噴霧 し,滑 -J藍を引 くまでの時間と,

イエバエの成虫が落下仰韓する時間との関係について｡殺虫剤の生物試験にかんする研

究 第 35戟 長沢純夫 (京都大学 化学排究折 武居研究蛋)3O.､7･25受理

岐宛鞍下装置法に.より,石油液殺虫剤の有効度を評偶する場合, 噴霧棲,滑り蓋を引くまでの

時間をかえることによって,降下する霧箱の丑を調節し ある程度落下仰転の速度を遅延せし

めて,観轟記重量を容易ならしめうることをあきちかにした.

Ⅰ.緒 言

ビレトー)ンあるいはそのXfI繕化合物をji剤とする,

石油牧秋山剤の1i効JRを,イエバエに対する致解下仰

転の遅速をもって評仙するために,先年染着 く4･5･6)は

Campbellの金属製姐転盤(2･7) の構造を模した, ひ

とつの試験装置を試作して,2,3の実験をおこない,

その結米を統計生理学的見地から分析検討することに

よって,お むゝねこれが所期にそいえられることを証

明した｡･ところで,これまでの実験は,噴拐円筒内に

兆紋をPl'tぶした後,この円筒と供試昆虫をいれた下方

の容許婚とのWにおかれた桁り式を引くまでの柑L.司を,,

10秒とさだめておこなわれていた｡今臥 ここにのベ
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ようどすることは, この滑り蓋を引くまでの時laJをい

ろいろかえて,それとイエバエの落下仰転する柑糊と

の朗旅を,少,p'-DDT石油液をもらいて兜qJ]した相

沢である｡

本文にはいるに先だち,実験の助jJと数伯の訓辞に

尽力せられた柴田砂田子妹に,深甚の訓点を炎する次

節である.

11. 実 験 材 料

(1) 供試染剤, 白焼油 (hp180-230oC)をも

って,9,9'-I)7)T(lnplO7･5-108oC)を重量比 串%

に溶解してもらいT:O

(2) 供試昆虫｡ 豆因粕培基(3)によってその幼虫
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糊を飼育し,小安粉の抑掠 もってl心F!期を飼推したイ

エバエ Muscadomestl'cavt'EZ'llnM.lCq.の羽化陀 4-

5日目の個体をもちいた｡ ･

III.乗取装置と方法

前掛 4.)記す花のそれとおなじであるが,ただ,5% の

P,P'-DDT 石油披 0.5ccを 1.5kg/cmeの圧力で

噴霧し, 折り玉を引くまでの時間だけを 5,10,15,

20,25,30秒と6段階にわけて操作した｡

ⅠⅤ.実 験 結 果

実験の紡架を･TR示すると,節lT<のごとくである｡

Ⅴ. 考 . 轟

噴霧降下袋田法において,上部の町i琵円筒と,下部

の昆虫をいれた容田との問に滑り芸をおいて両者を遮

断し,唄鍔後,一定時間を経過してからこれをひき,

琵揃を供試昆虫作上に醸下せしめるのは,田抜唄矧 こ

よって,不均一な大きい深浦が昆虫休につくことによ

ってわころ,不盤-な脚 L:jjl='tiをなくするのがその主

な口的でb･る｡すなわち噴霧役一定時間放起して,折

り茄の上にそうした大きな拐満を沈耶せしめておいて

からこれを引き.比較的こまかい鯉環状層q)ものを-

串に昆虫休上に降下せしめて,あざやかな 投虫一反応

率 の関係をえようとしたものである｡ しかし一方.

こうした遮断沈若の方法によっては,昆虫体上に附宕

する薬液の塁をも,ある程度減じ,から醸下の速成を

も逓減せしめうるから,ピレト､.)ンやアレスリ~ンのよ

うな麻砕作用の強烈な薬物の高波乾状態のものによっ

てひきおこされるすみやかな反応現象の観察記録をも

ある柁妊可能にするということも期iEt=J:できるはづであ

る.すなわち microatomizerでは,すでに規正し

えない深柄の.m節を.この滑り蓋を引くまでの時間を

印々かえることにJ:つて,一歩前進せしめることが可

伐であろうと考えておこなわれたのが,この小実験で

ある｡

まづLTfユ=Llの約月tを 川iss(1)のプロビット法によ

って爪印すると,m'1:Jiにしめすような結果がえられ

Table1. TimeT(see.)-percentknockdoIVnOfadultsoflhccommonh()use8y,
MuscLZdomesElcavz'ci〝aATacq‥ for5% ♪,p'-DDTkeroscncsolutionlYhenthetime
untiltheglassslide-ispulledoutaftersprayWaschangedatヽ･llriol-SgrTLdcsinthe
settlingmtlstapparよtus. (8/汀,1954.20oC)

Table2. Characteristicsoftime-knockdolVnrCgrC.qSionisodosesofadultofthe

commdnhouseRy,Musca domesEl-ca vl-cl'na 九Tacq.,for5% Jl.〟-Dr)T kcroscne
solutionWhenthetimeuntiltheghssslideispulledotltafterspraylYaSChanged
atv;lriousfrmdcs.
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るが.bdまたはqeにみるように,̀回帰緑の傾きには

一比の快向があるようにはおもわれないから,考宅言の

ための基礎数値を中央致落下仰転時間にとってみよう

この相和の対数,すなわち ie と,唄窟後滑り三を引

くまでの時間の対数との関係を図に措くと,節1図に

みるよう払 ふたつの田緑がえられる｡すなわち噴窃

後20分の点で折れて,25,30分後のそれをむすんだ置

U.7 .0.9 1.1 1.'1 1.5

Fig.1. Relationbetweenthelogknock
downtime(sec.)ofadultsofthecommon

houscny,M,LSCado171CSLicavici〝aMacq.,for

5%♪,L''-DDT kcrosc?csolution(Ordinate)
aTldtIlelogtime(see.)untiltheglassslide

ispulledolltafterspray(abscissa).

緑の悦は.級 こなっている.ことでイエバエを鞍下仰

妃せしめるに公するBir'fL指の血は,-)己でなければなら

ないと払 i:するとml図の説明はつぎのように考える

のが適当であろう｡すなわち,唄潔後,ガラスの滑り

i?:i:の上に鍔桁の沈2'Iする出は,20分程皮まではづ王の

矧 何級激的速度をもって増大し,それにともなって滑i
1)正を引いてからの庄山休上に降下する試縞の虫は,

机対的に減少し,致落下仰転の時間が長びいてくる結

n!となるが,20分をこえるあたりにおいては.すでにI

沈耶すべき大きな或矧ま少くなって,,とくこまかい蛙

滋が良くPJI'B田内に浮遊する状態に移り,下方の容群

fJjの昆山休上に誘蛸が降下する速攻は,いきおい紹泣

となるためではなかろうかD以上のTJT尖から,実際に

PLL矧碓下地斑に よ る試験をお こな う場合,micro

a(omizcrで励正し,qiaT'しうる位少孤立をもちいて

ち,なおそのすみやかな反応現象を,逐一祝窮記録出

来ない氾班の兆淡においてはこうした滑り玉をひくま

での時間を多くとることによって,ある程姥それを可

能ならしめることは考えられる｡しかし上にのべた数

値は,570'の L,.i,I-DDT 石油牧をもちいて実験し

た結宋であるから,幻肢のことなる ♪,E･'-DDT 石

油紋は勿論,他の水物を主剤とする石油紋の場合には,

その関係が只ってくることはいうまでもない｡それ故,

ある兆紋の唄窟降下法矧 こよる実験をおこなって.ち
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しはじめにさだめられた10秒の時間で観察記録ができ

なかった場合は,さらにこの時間を数段階に延長して

佃171な予揃実験をおこない.その結果によって時間･

反応率 現象の観察が奴 も容易に出来る時間を決定す

べきである｡

VI. 摘 要

噴霧降下装窓において,5% の 1,,P'-DDT 石油

液を頃課し滑り若をびくまでの時間を.5,10,15i20,

25,30秒の6段階にわけて突畝をおこない,イエバエ

の成虫が落下仰転する時間との関係を検討した｡治り

盃をびくまでの時間を延長するにしたがって.落下仰

転の時間も遅くなってくるが.20秒をさかいにして落

下仰転時間逓減の度合は,急に低下した｡麻搾作用の

故烈な薬物を主剤とする石油液殺虫礼 文は市況皮の

石油液殺虫剤の有効庇を.唄或降下袋田法により評価

する場合 microatomizerではすでに奴正しえない

霧揃の調節を耶雷後この滑り芸をひくまでの時間をか

えることによってさらに前進せしめ,すみやかな反応

現象を遅延せしめて祝賀記録を容易ならしめることは

ある程皮可能であると考えられる｡
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A fewyearsago, inordertoev.lluatcthe

knockdowneffectivenesstoadultsofthecommon

housefly,M zLSCa domesLica vicinaMacq., of

kerosenesollltionofpyrethrinsanditsrelated

compounds,thewriter･manufacturedasettling

mistapparatusfortrial,and testified tothe

usefulnessofthisappamtusbyanalysingthe

some experimentaldata from thestatistico･

physiologicalpointofview.Now,theglass
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sll'deusedl'nthisaロp.lmtuSl1aStheI.mporl.Tlnt

roletoeliminatethelarFredrop.qofinsccticiLle.s

ofjustafterthespmyTLndto.qcttlctheon一y

finemisttoinsectsuniformly.bntheother

hand,bythisdcviee,aslVeCandccreascin

orderthequantityandthespeedofsettlingof

misttosomeextent,WeShallbeabletoexpect

the possibility in theobservation of rapid

knockdolVnPhenomenoncaused.by thehigh

concentrated toxicants lVhichーhave the high

paralyticeffecttoinsectssuchaspyrethrins

andtlllethrins. Tn this paper.lthe relation

7)chlrCenthLttiTTICuntiltheglassslideispulled

otltaflcr;tpmyoflJ,Q./tI,?'-DDTkerosenesolu-

1'onrln(Itheknockdowntimeofadultsofthe

commonhouseflyWasdescribed(table1).The

definiterehtl'onthatthespeedofknockdown

decreasesretrogressivelywiththeprololongation

oftimeuntiltheglassslideispulledoutafter

spraywasobserved.Butthespeed ofknock

dolVn lVaSmoreSlackenedatthepointof20

secoJnds(figure1andtable2).

OntheTimethattheEggsorLarvaeareTransferredtoCtllttLreHeditlm in

the恥 SsCtllttlreOftheCommon HotlSeAy.Muscadomest''cLZ:vicinlaMacq･,wi th

RcsidtlalPro血ctof〝Tofll′Haking･ ProblemsontheBreedingofInsectsfor

BiologicalAssayoflnsecticideE･ⅠⅩ･SumioN ĜAŜWAandI3unjiHAs7TTZU}lJt(Takei

Laboratory,InstituteforChemicalResearch,Kyoto Universityand NationalKyushu

ĝricultllralExperimentStation).ReceivedJuly28,195'-).BoIJ･u･Kagahu,20,93-101,

1955.(WithEnglishrdsumi,1Ol)

15,豆腐粕をもちいるイエバエの大望飼育におし､てその卵あるいは幼虫を増基に移す時

期について 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする諸問題 第9報 長沢純夫 ･橋爪

文次 (京都大学 化学研究所 武居研究三蔓 33よび 九州農業試験協)30.7.28受理

産卵増基に産みつけられた イエ),'ェの卵あるいはそれから僻化した幼虫を.-E碍和治基に移す時

･期を変えて飼育し それらからえられた旅の大きも 蛸化率.羽化雫などの数値から,産卵後

何ヨ日に移すのが愚も適当であるかを考察した｡

Ⅰ. 緒 言

われわれが,殺虫剤の生物試験に供せられる昆虫の

大砲飼育をおこなう場合,将に体躯のそろった位全な

個体酔,すなわち,感受性の巾のせまいm体刑をでき

るだけ多くえられるように.心がけることが肝変であ

る｡三拝者は,まえまえから,殺虫剤の生物試験用昆虫

として,累代飼育をおこなってt.1るイエバエ MILSCa

domestt.cavicinaMacq.の.こうした飼育上の.7即LJ

斑について研究し,今日にいたっているが,こゝには,

豆嘱粕培非飼評 で'において,産卵培基に産卵卑しめた

卵塊あるいはそれから卵化した幼虫を,飼育培基に移

す時期を変えた拐合.蛸の大きさがどのようにかわり,

4酎ヒならびに羽化の削合がどのように変化するかにつ

いて,91映した約只を印Ir.fげ ろ.

7Ⅰ.舜扱材料および方法

(1) イエバエ :放十代の91m 飼Tf,-_･つづけて今日

にいたる.形態学的にもiti刑･tJlモ伯にもはばひとしい出

伝的性質を有するものとかんがえられる訂古根系のイエ

バエをもちいた｡

(2) 産卵培基 ･'瓜粉と米糠を等虫混合して煮つめ,

これを荘i径 9cm,高さ 4.5cm のシャーレに入れて

産卵培基とした.

(3) 幼虫飼育培基 :豆腐約 50g,糠 5g,酵母

粉末 0.5g をよく混ぜ合せて前と同じ大きさのシャ

ーレに入れ,これJを幼虫の飼Tf培誌とした｡

(4) 幼虫飼育培捌 こ移す時期 :EZ;'卵将兆を3時間

成山の純に入れてm卵せしめた後.花からとり1:'し,

ただちにその卵を200桐づつ幼山田Tfm兆に移して,

これを紹卵当口区とした｡ 卵は 30oCのtLl況瑚EB下

におくと24柑ImJ3にすべて卿 ヒするから.m卵された

Flからかぞえて.1.2,3.4nnごとの幼山を任忠iこ
200個体づつ退んで幼山飼-(ffL17!lEに移した｡シャーレ

の数は侍日T)mづっ設けて繰返しを行った｡産卵培韮

および幼虫培韮はいづれも実験期間中,金網芸を覆っ

て 30oCの室温下に放置した.

(5)蛸の大きさの測定と純化個体数の記鐘 :すべ

ての的虫飼育培基から,産卵後8日日に蛸を拾い究め,

その良さと巾を,双眼顕批鏡に装損したオキラー･ミ

クロミ～クーにJ:つて汎定し,Dfせて痢化個休数を記

録した｡
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